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定
年
か
ら
の
人
生
は

す
べ
て
が
自
分
の
た
め
の
人
生
で
す
。

そ
の
生
き
方
は
あ
な
た
次
第
で
す
。

「旅行の会」天の橋立と若狭路の旅

4月 2日 (日)～4日 的に、春季旅行に標

記の旅を実施 した。

参加者は23名で、天の橋立から三方五

湖、城下町出石、山陰の名湯城崎温泉な

ど、経費が少なくて、しかし豪華な内容

が盛 り込まれたたのしい旅であった。

(上の写真は天の橋立散策、但 し全員で

はあ りません。 7頁 参照)

総
会
開
催
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第
十

一
回
定
期
総
会

ｏ
と

　

き

六
月
十
四
日
四

午
後
二
時
～
四
時

・
と

こ

ろ

横
浜
市
中
区
海
岸
通
り

一
～

一

横
浜
市
港
湾
労
働
会
館

（電
話
）
〇
四
五
（２０‐
と
二
人
四
二

本
年
度
退
職

さ
れ
た
未
加

入

の

方
も
当

日
、

来
場
、

ご

入
会
大

歓
迎
。

お
誘

い
合
わ
せ

の
上
、

ご
出
席

く
だ
さ

い
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

な
お
、い」出

席
の
方
に
は
交
通
費
（車

代
）
と
し
て
社
品
を
進
呈
し
ま
す
。

ま
た
、

結
会
終
了
後
引
続
き
会
場

一

階
食
堂

「か
も
め
」
に
於
て
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
な
ら
で
は
の

た
の
し
い
心
温
ま
る

一
日
に
し
た
い
の

で
す
。

『加
入

の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

，
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内
（３
Ｆ
分
室
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
合
一〇

一
〓

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
公
一
〓

こ
三

一
七
九

・
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号八

七
人

一
三
九

神
奈
川
県
労
働
金
席
本
店

普
通
預
金
田
庄
番
号

郵
便
振
者
口
座

○
〇
二
五
〇
十
九
―
工全
ハ
五
八
〇

会
費
関
係

口
入

〈
ム
今
　
な
し

口
終
身
会
費
　
一
一五
、

〇
〇
〇
円

な
お
、

年
会
費

〓
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。

第
十

一
回
定
期
総
会

議
　
　
案（

二
～
五
頁
参
照
）
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一
九
九
四
年

（平
成
六
年
）

０
最
近
の
政
治
情
勢
と
世
相

当
こ
だ
ま
会
が
創
卜Ｌ
十
周
年
を
迎
え
た
こ
の

乍
は
、

地
変
、

激
動
、

波
乱
な
ど
近
年
に
な
い

人
北
れ
の
年
と
な
っ
た
。

即
ち
前
年
度
か
ら
の

人
不
況
に
加
え
て
円
市
、
ド
ル
安
の
作
汚
不
安
、

そ
し
て
年
が
明
け
て
阪
神
　
淡
路
大
震
災
が
こ

れ
に
迫
い
打
ち
を
か
け
、

後
子
、

後
子
に
ま
わ

る
政
治
不
信
は
、

今
回
の
地
方
選
挙
で
も
、

政

党
不
信
に
対
す
る
高
い
政
治
的
問
心
と
免
故
な

判
断
力
を
も
つ
Ｈ
党
派
の
反
乱
、

出
動
と
い
う

番
狂
わ
せ
が
、

東
京
、

大
阪
で
の
タ
レ
ン
ト
知

事
の
出
現
や
、

ネ

ッ
ト
女
＝
候
補
の
解
逸
な
ど

の
現
象
と
し
て
現
れ
た
。

ま
た
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、

オ
ウ
ム
共
蛇

教
の
狂
信
的
行
動
が
市
民
日
■
生
活
に
不
安
を

，
え
て
い
る
の
も
異
常
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。

Ｏ
退
職
者
会
を
と
り
ま
く
情
勢

ま
た
、

私
た
ち
退
職
者
に
と
っ
て
関
心
を
も

ら
れ
た
公
的
年
今
も
大
改
正
が
行
わ
れ
、

こ
れ

か
ら
退
職
す
る
者
に
と
っ
て
不
安
と
心
配
の
時

影
を
投
じ
て
い
る
。

ま
た
、

保
健
制
度
も
高
補
者
社
会
の
高
ま
り

と
比
例
し
て
、

保
性
制
度
の
生
僻
を
危
う
く
す

る
状
況
が
迪

っ
て
い
る
こ
と
も
川
知
の
と
お
り

て
あ
る

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
退
職
者
が
出
科
机

織
し
、

厳
し
い
現
実
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、

政
治
の
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に

関
心
の
な
い
千
、

関
心
は
あ
っ
て
も
退
耽
析
会

へ
加
入
し
た
が
ら
な
い
者
が
，
倒
的
比
千
を
古

め
て
い
る
こ
と
は
、

や
り
切
れ
な
き
を
感
じ
る

神
奈
川
煤
退
駐
ィ
の
場
合
も
、　

‐１‐
当
川
の
形
神

ド
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

「
か
も
め
公
」
叫
耽
労

の
作
下
に
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る

「
こ
た
ま

会
」

‐３‐
白
治
労
県
取
労
↑
ド
の
「
い
ち
ょ
う
会
」

の
い
ず
れ
に
も
代
紳
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う

い
わ
ゆ
る
無
党
派
昭
的
と
い
わ
れ
る
退
取
子
が

過
―
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
も

‐！１‥
祝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．

中
当
会
会
員
入
会
状
況
と
加
入

へ
の

取
組
み

昨
年
二
月
末
の
公
員
数
は
六

十
七
名

一年
会

費
人

一
名
、

終
身
会
☆
五
〓
六
名
≡
て
あ

っ
た

が
、

本
年
度
二
月
末
現
在
の
公
費
数
は
六
六
〓

名

（年
会
費
七
〇
名
　
終
ウ
会
賛
五
九
二
名
）

で
こ
の

一
年
間
で
四
六
名
の
坤
加
に
と
ど
ま
り

昨
年
の
大
四
名
よ
り
低
詞
で
今
後

一
腎
の
対
策

と
努
力
に
よ
り
七
〇
０
名
に
進
す
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
．

こ
の
要
凶
と
し
て
は
、

退
職
者

へ
の
無
関
心

一

用
の
増
加
も
台
忙
て
き
ず
、

年
十
均
四
百
名
の

中
退
耽
ィ
の
杓
ｈ
十
六
制
を
、
「
か
も
め
会
」

「
こ
だ
ま
会
」

．
い
ち
ょ
う
会
し
て
約
晰
％
、

怖
％
、

脚
％
の
比
■
て
分
け
あ

っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、

当
会
と
し
て
は
、

い
駐
方
の
協

力
を
得
て
遅
ま
き
Ｔ
ら
、

文
部
分
会
を
維
出
し

て
い
Ｔ
州
非
常
勤
職
貝
立
に
近
く
退
職
Ｆ
北
者

に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
を
会
禄
配
布
を
通
し
て
日
常
活

動
に
■
千
す
る
こ
と
を
怖
め
た
，
こ
の
ほ
か
、

令
労
市
大
文
共
市
の
逃
姓
‐―↓
に
お
け
る
糾
統
死

机
の
際
の
加

人
要
ｒｍ
、

そ
れ
と
平
成
四
年
度
か

ら
女
施
き
れ
て
い
る
叫
職
筑
課
ｉ
催

「退
職
Ｆ

ｔ
好

ｒ‐
，と
明
会
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
叫
職
労
作
文

＝
Ｌ
＝
の

「
退
職
杵
Ｕ
労
と
激
助
の
集

い
」
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
文
化
し
て
い
る
の
か
　
こ
の
あ
と

の
と
跡
　
ア
フ
タ
ケ
ア
の
不
に
か
本
年
以
怖
の

取
祉
Ｌ
糾
也
て
あ
る

執
行
体
制
の
概
況

一
十‐‐…
年
の
第
九
回
迎
常
結
合
で
就
任
さ
れ
た

新
し
い
仕
貝
は
久
し
族
り
の
上
量
感
溢
れ
る
布

い
と
し
て
、

創
立
十
川
年
記
念
行
中
な
ど
で
中

広
く
活
動
さ
れ
、

幹
十
会
な
ど
も
活
た
に
な

っ

て
来
て
い
る
．
ャ
務
処
理
で
は
従
前
通
り
作
週

火
畔
日
を
中
心
に
、

仕
Ｈ
四
人
体
制
で
継
枕
実

施
し
て
い
る
が
、

会
員
数
の
増
加
や
事
務
士
の

増
加
で
臨
時
的
問
勤
や
、

自
宅
で
の
作
米
な
ど

が
　
”
常
的
に
な

っ
て
き
て
い
る
．

い
ず
れ
に
せ
よ
、

役
虫
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
伝
わ
せ
ぎ
る
を
件
な
い
の
は
退
職
者
会
の

結
命
と
も
い
う
べ
く
、

こ
れ
ら
が
比
較
的
円
＝

に
推
移
し
て
い
る
の
は
　
叫
職
労
の
有
形
＝
形

一

の
協
力
、

助
成
が
あ
る
こ
と
は
中
す
ま
で
な
く
、

こ
こ
に
は
前
の
と
を
及
し
た
い
。

‐
創
立
十
日
年
記
念
行
事
の
実
施

昨
年
度
は
当
会
制
，
１０
川
午
の
節
日
の
年
に

「
た
る
の
を
記
念
し
て
記
念
行
年
を
行
意
義
な

ら
め
る
た
め
、

役
虫
と
会
貝
に
よ
る

「記
念
式

典
実
行
委
員
会
」
と

「
記
念
誌
編
集
委
員
会
」

の
Ｌ
ツ
を
組
織
し
、

併
行
し
て
―

一
月
二
十
八

日
明
の
記
念
式
姓
に
向
け
て
半
備
を
進
め
、

当

日
は
、

会
場
の
神
奈
川
白
治
会
鮒
に
於
い
て
、

‐１‐
記
念
式
典
と
０

，
ｉせ
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
会
虫
約

六
０
名
の
参
加
を
伴
て
挙
行
し
た
（

（前
３‐
号

２
１
３
一只
チタ
帖
０

な
お
、

式
典
で
は
功
労
者
表
彰
と
記
念
誌
配

布
、

記
念
講
演
を
　
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
は
会
負

に
よ
る
芸
能
披
囲
を
休
り
込
み
、

会
虫
か
ら
行

古
韮
と
の
村
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
．

今
後

こ
れ
ら
が
公
の
発
展
に
苓
～
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い

―

「趣
味
の
会
」
の
充
実
と
対
応

会
由
の
要
求
と
川
待
の
多

い

「趣
味
の
公
」

の
う
ち

「
歴
史
教
宣
、

歴
史
散
歩
の
会
」
は
特

別
註
帥
荒
井
太
郎
氏
の
献
身
的
活
動
と
世
話
人

の
協
力
に
よ
り
、

林
況
を
，
し
、

こ
の

一
年
同

様
史
教
室
四
同

（第
１７
同
～
第
２０
回
）
、

歴
史

散
歩
の
会

（現
地
）
が
二
同

【第
９
回
～
第
的

同
）
実
施
し
た
。

「旅
行
の
会
」
は
原
則
と
し
て
気
候
の
よ
い

本
秋
二
同
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
第
六
回
は
、

弘
前
城
夜
桜
見
物
、

田
沢
湖
、

角
館
武
家
屋
放

横
手
城
め
ぐ
り
を
四
月
下
句
、

こ
泊

二
日
、

第

（
次
頁

へ
つ
づ
く
）

告 度
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（前
頁
か
ら

つ
づ
く

）

七
同
は
紅
葉
の
上
高
地
、

奥
飛
騨
め
ぐ
り
を
、

十
月
中
旬

一
泊
二
日
で
実
施
し
、

大
変
参
加
者

か
ら
充
実
し
た
内
容
と
の
好
評
を
得
た
が
、

成

念
乍
ら
、

参
加
人
数
が
十
余
名
と
少
な
い
が
次

第
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
、
「健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会
」
は

コ
ー

ス
リ
ー
ダ
ー
に
松
尾
良
文
氏
を
依
頼
し
て
十
月

と
二
月
、

四
月
の
三
回
実
施
す
べ
く
計
画
を
た

て
た
が
、

い
ず
れ
も
雨
天
の
た
め
変
更
及
び
中

止
と
な
る
不
連
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
昨
今
の
天

候
不
順
の
た
め
で
、

い
ず
れ
順
調
に
挙
行
さ
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
「料
理
教
室
」
と

「茶
会
」
は

そ
れ
ぞ
れ
壮
年
部
共
催
と
、

鈴
木
志
げ
子
主
筆

個
人
茶
会
に
特
別
参
加
と
い
う
好
意
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
九
月
と
十
月
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

Ｏ
会
報
の
発
行

当
会
の
看
板
と
も
な
っ
た
会
報
は
、

従
来
ど

お
り
年
三
回
発
行
、

質
量
と
も
充
実
す
る
よ
う

努
め
て
来
た
が
、

今
後
と
も
そ
の
傾
向
を
持
続

し
、

文
部
、

分
会
を
通
じ
て
、

現
職
者
に
も
役

立
つ
よ
う
内
容
に
心
を
く
ば

っ
て
い
る
。

Ｏ
全
労
済
の
取
扱
に
つ
い
て

当
会
発
足
の
一
凶
で
も
あ
っ
た
、

現
職
か
ら

退
職
者

へ
の
火
災
共
済

（と
交
通
災
害
共
済
と

を
兼
ね
た
）
セ
ッ
ト
共
済
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

当
会
員
加
入
者
増
加
へ
の
重
要
な
方
策
で
あ
る

が
、

加
入
事

一
〇
〇
％
と
は
い
か
ず
、

低
迷
気

味
な
の
で
こ
の
対
策
に
は
頭
を
痛
め
て
い
る
。

粘
り
強
い
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

1994年度 事 務局だより (主な行事など) (199441 1995331)

月 日 項 月 国 項 B

帥
抑
に
加
岬
馴
抑
柳
酬
抑
　
劾
知
的
酌
的
　
帥
　
加
加
抑

第9回歴史散歩 「極楽寺 長 谷周辺の41跡巡りJ

幹事会

旅行趣味の会 「角館、横手城 弘 前城桜見物J(県 観

光バス)
会計監査 し上野 船 橋両監査により)

第17回歴史教宣 「細'ガ ラシキの生jlE」

幹事会 (決算 予 算説明及結会役割分lB打合せ)

結会準備 (受付、会場、記合品 怒 親会準備)

第10回定期総会 (横浜市港湾労働会館大会議ユ|

健康ウォークの会打合会議 (は尾真文氏イし12名 白 お

会館)

第18回歴史教室 「喫茶史考」
こだま会創立10周年記合事業推進委員会 (自十i会館)

ク          (第 2回  自 if会億)
夕          1式 典部会 自 治会館)

シルバー|1聖教年 「すしの作り方」 (江ノ鳥婦人セン

ター)
AMこ だま会創立19周年式典委員会 (日時 会 場等に

ついて)、PM幹 事会

全労i言横浜支所開所式に参加 r和国次長)

自治労連神奈川退職者会幹事会 (横浜市ft会館)

こだま会10周年記合誌編集委員会 (県職労会議室)

10

‐ｌ
　
　
　
　
セ

　

　

ー

　

　

２
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帥
的
的
性
Ｍ
加
　
帥
ｍ
掛
班
加
Ｍ
抽
的
帥
酎
獅
加
拍
ｍ

健康ウォーク 「鐘ヶi」 イヽ市のため一部ヨース変更

自お労連神奈川県退職者会第3回定期結合

第10回歴史散歩 「東海道子塚宿の史跡llり」

旅行趣味の全 「奥飛堺 上 高地」(県観光バス利用,

こだま会10周年記合式■委員会 (自治会距 OBサ ロン

にて|

幹事及び10周年仕員会 (式典 記 念誌経費打合せ)

第19回性山教々「"R賀の千代1俳句にとにをかけた女)_

こだま会8」立10周年記合式典1自治会悔701～703号章|

幹事会

神奈 白 i↑労辺j」駐者会往貞会 1第2回 )
・
県駐ケほび'ノき_へ 参加

キ車資

県Wl員烈十イどjlR戦を立明会 (白治会館)に 参加

県P4員諜担駐宵:え明会 イ高相合庁)に 参加
ク     1平 塚 MNビ ル)ク
ク     1県 庁大会議室)ク

第20回低空放キ 「春日局」

県職労情工前支部主催退曜音慰労の集いに参"「
″ 横 ル(北支部   ク     ク

入

1994年 (平成 6年 )度 収支決算書
支 出 (19944 1～ 1995331)申 位  」

会 言十監 査 報 告  収 支証拠書類、預金通帳等について監査の結果妥当に執行されているものと認めます。

1995年4月21日                     監 査 上 野多息子 ③  格 橋まさ子 ①

項    目 予算額 決算額 柿 要 項    目 予笠額 決算額 摘 要

1会 費 1 396 000 1 720 000 1活  動  費 900 000 794 987

費

入 会  金 16 000 22 000
1000円 ×ZZ名
4 月  5 月 大会者の み 活

動
費

事 f 4局賃 400 000 503 937

年 会  費 60 000 272 000 Ce∞ 0円Xl18制 度による|
C3側 1円X90加 硬による| イ十 動  費 500 000 291 050

| 1身会 費 1 3201000 1 426 000 02方 円×21名 切皆5名
rrH2 5万円×87名 2情  報  安 560 000 682 659

2県 耽労助成金 900 000 1 045 908 ふ布甚14有岩晶をs空 3結  全  費 360 000 444 344

3事 業 収 入 300 000 365 145 4会  議  費 260 000 203 223

4雑  収  入 27 693 7 877 5通  lR 費 150 000 202 881

5積 立金取崩じ 780 000 780 000 6見 拷 共 清 費 250 000 246 026

6慰ギさ盟融[ 1 000 000 1 000 000 7情  立  金 1 200 000 1 223 869 =に, 1 0司年
残2 3 8 6 9円

費執行

7前 年度渋越金 376 307 376 307 8
立 1 0 周 年

業  費
1 000 000 976 131

9子  備  費 100 000 0

計 4 780 000 5 295 237 訂 4 780 000 4 774 125 7年 度繰越金521112
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一
九
九
二
年

（平
成
七
年
）
度

活
動
方
針
（事
業
計
画
）
案

Ｏ
創
立
十
日
年

か
ら

の
飛
躍
を
求
め

て創
立
十
周
年
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
二
十
年

に
向
け
て
は
、

人
生
と
同
じ
く
幼
年
期
か
ら

青
年
期
に
か
け
て
の
当
会
と
し
て
の
健
全
な

精
神
的
、

内
体
的
と
も
い
う
べ
き
充
実
し
た

体
力
づ
く
り
期
間
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
に

は
、

衆
知
を
集
め
て
総
合
的
、

計
画
的
な
実

施
に
向
け
て
の
推
進
機
能
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、

本
年
度
は
、

０
総
務
企
画
委
員

会
０
趣
味
の
会
推
進
実
行
委
員
会
０
広
報
編

集
委
員
会

（
い
ず
れ
も
仮
称
）
を
設
け
、

役

員
と
会
員
か
ら
な
る
人
的
構
成
に
よ
っ
て
、

創
立
十
周
年
を
再
起
点
と
す
る
着
実
な
実
績

を
あ
げ
る
た
め
の
布
石
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
い
総
務
企
画
委
員
会
で
は
、

会
の

発
展
の
成
否
を
荷
な
う
役
員
の
人
材
の
発
掘

推
せ
ん
、

会
員
の
増
加
対
策
、

財
政
基
盤
の

整
備
充
実
な
ど
会
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
有

形
、

無
形
の
施
策
の
審
議
を
行
う
、

他
の
退

職
者
会
に
つ
い
て
は
、

そ
の
系
列
の
如
何
を

問
わ
ず
、

よ
い
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
取
入
れ

る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
を
基

に
、

差
し
当
た
り
、

二
～
五
乃
至
十
ヶ
年
計

画
成
案
を
期
待
し
た
い
。

の
の

「趣
味
の
会

推
進
実
行
委
員
会
」
で
は
、

現
在
あ
る
部
会

の
代
表
世
話
人
を
そ
れ
ぞ
れ
委
員
に
委
嘱
し
、

当
会
担
当
役
貞
と
共
に
改
幸
を
合
め
、

よ
り

有
効
な
方
策
を
協
議
を
願
い
、ま

た
、

本′
後
必

要
な
部
会
の
設
置
や
、

他
の
退
職
者
会
趣
味

の
会
の
部
公
と
の
連
脱
な
ど
の
試
策
を
通
し

て
、

退
耽
者
相
互
の
交
流
な
ど
巾
広
く
審
議

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

的
広
報
編
集
委

員
会
で
は
、

現
在

一
人
の
役
貞
の
専
属
的
委

任
体
制
を
共
同
デ
ス
ク
方
式
に
改
め
、

よ
り

巾
広
い
情
報
収
集
、

弾
力
性
を
も
た
ら
す
企

画
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
担
当
の

分
担
を
通
し
て
、

よ
り
特
色
の
あ
る
広
報
紙

の
恒
久
的
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

編
集
経

験
の
あ
る
役
員
、専

門
的
知
識
、

例
え
ば
、

年

金
、福

祉
保
健
、赳

味
の
各
分
野
の
人
々
の
集

団
体
制
に
よ
っ
て
効
率
的
発
行
体
制
を
確
立

す
る
。

以
上
の
こ
と
は
総
会
に
諮
っ
て
上
で

早
急
に
実
行
に
移
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

基
本
的
に
は
各
委
員
会
か
ら
の

答
申
を
得
て
実
施
に
移
さ
れ
る
も
の
、

手
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
併
行
的
に
左
記
の
対
策

を
暫
定
的
に
進
め
る
も
の
と
す
る
。

ｏ
会
員
加
入
対
策

こ
れ
は
従
来
と
お
り
、

口
現
職
か
ら
退
職

す
る
際
に
全
労
済
火
災
共
済
契
約
切
替
に
伴

う
加
入
者
の
推
進
、

０
職
員
課
主
催
の

「退

職
予
定
者
説
明
会
」
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
る

加
入
推
進
、

０
県
職
労
文
部
主
催
の

「
退
職

者
慰
労
と
激
励
の
会
」
対
象
者
に
対
す
る
入

会
の
誘
い
の
ほ
か
、

本
年
度
は
こ
れ
ら
退
職

者
多
数
の
う
ち
加
入
期
待
の
も
て
る
人
を
選

）

考
し
、

再
度
積
極
的
に
加
入
前
告
を
行
う
も

の
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
、

本
年
度
か
ら
、

公
報
発
行
の

都
度
、

県
職
労
支
部
経
由
分
会
の
木
加
人
の

再
雇
用
非
常
勤
職
貝
及
び
、

今
後
五
年
以
内

に
退
職
予
定
者
に
回
覧
及
至
配
布
を
行
う
日

常
活
動
な
ど
、

ま
た
支
部
主
催
の
分
会
長
会

議
に
も
当
会
役
員
の
出
席
要
請
し
、

情
報
把

提
と
交
流
を
行
う
。

■
執
行
体
制

の
充
実
と
補
充

い
う
ま
で
も
な
く
執
行
体
制
の
よ
し
あ
し

は
、

会
の
生
花
を
決
す
る
だ
け
に
常
に
人
材

の
発
肌
と
役
貝
の
就
任
に
は
人

一
倍
の
努
力

を
要
す
る
。

た
だ
改
選
川
の
み
な
ら
ず
現
職
時
代
か
ら

の
適
任
子
を
発
鋼
に
客
め
る
と
共
に
必
要
に

は
じ
て
適
任
役
員
の
補
充
を
随
時
努
め
る
。

ｏ

「趣
昧

の
会
」

の
充
実

「趣
味
の
会
」
の
各
部
会
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
問
題
と
改
善
を
要
す
る
こ
と
も
多

い
の
で
、
「
趣
味
の
会
」
推
進
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
検
討
改
善
し
推
進
す
る
。

０
会
報
発
行

の
恒
久
的
体
制

に
向
け

て会
の
ロ
エ
と
し
て
、

会
員
と
の
重
要
な
交

流
手
段
な
の
で
、

こ
の
こ
と
に
関
し
て

「広

報
編
集
委
員
会
」
を
設
立
し
て
恒
久
的
体
制

の
確
立
実
施
に
向
け
て
そ
の
第

一
歩
を

一
刻

も
早
く
実
施
に
移
し
た
い
。

一

Ｏ
関
連
団
体
と

の
対
応

退
職
者
会
も
、

そ
の
地
位
の
向
上
と
退
職

者
が
抱
え
る
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

他
の
退
職
者
と
の
協
調
筋
力
、

そ
し
て
上
部

団
体
が
結
成
さ
れ
る
場
合
に
は
応
分
の
協
力

が
必
要
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

現

在
当
会
は
９３
年
１
月
３０
日
に
、

県
自
治
労
連

の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
、

横
浜
市
従
退
職
者

会
と
神
奈
川
自
治
労
担
退
職
者
会
を
結
成
し
、

会
長
以
下
役
員
を
推
せ
ん
し
て
い
る
が
、

そ

の
後
鎌
倉
市
職
退
職
者
会
の
加
入
を
み
た
が
、

更
に
そ
の
他
の
加
入
に
向
け
て

一
層
の
テ
コ

入
れ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、

若
子
の
高
齢
者
関
係
の
関
連

団
体
の
加
入
の
打
診
が
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
、

主
体
性
を
も
ち
、

当
会
の
発
展
が
損
な
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
と
も
す
る
と
人
材
提
供
機

関
に
な
り
か
ね
ず
、
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ

に
脱
落
す
る
恐
れ
な
き
に
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。

自
分
が
あ
っ
て
、

初
め
て
他
人
が
存
在
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
と
仮
に
上
部
団
体
に
加
入
す
る
と
し

て
も
、

盲
従
す
る
こ
と
な
く
、

誤
り
が
あ
れ

ば
正
す
べ
き
姿
勢
を
崩
し
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
老
人
医
療
費
の
高
騰
の
原
因
に
し
て

も
、

無
駄
と
不
正
の
多
い
医
療
費
の
追
及
な

ど
も
っ
と
強
く
要
求
す
べ
き
こ
と
が
、

な
お

ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

役
員
に
な

れ
ば
な
る
程
も
っ
と
情
報
の
把
握
と
勉
強
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
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1995年 (平成 7年 )度 収支予算書 (案)
支 出            的 9954 1～ 199633つ 単位

積立金会計 1995年 (平成 7年 )度 収支予算書 (案)
支 出         ( 1 9 9 5 4 1 - 1 9 9 6 3 3 D単 位

項    目 予算額 摘 要 項    目 予算額 揃 要

】会 賓 1 490 000 1活  動  費 800 000

費

年 会  費 240 000 3000円 ×80名 活
動
費

事 務局 費 500 000 事務用詰経費 交 通費等

終 身全 費 1 250 000 25000X50名 4 f動 費 300 000 各種会合交通費等

2県 職労助成金 1 000 000 活動費そのイしに対する助成 2広  報  費 650 000 会報編集 印 品J 発 送費(年3回 )

3事 業 収 入 300 000 共i言事業を言t収人 3結  会  費 450 000 総会及び当日懇親会費

4雄  収  入 12 888 預金利e 広 告収入宰 4会  議  費 250 000 幹事会 趣 味の会役員会等

5宿 立金取崩し 736 000 中
16年 5,巨 信  黄 200 000 郵便料金及び封筒類

6前 年度繰越金 521 112 6見 舞 共消費 260 000 言窪暮健十査益岳受盈既朝祢縫轟
7積  立  金 ] 250 000 終身会費25000円×50名

8子  備  費 200 000

計 4 060 000 計 4 060 000

項    目 予算額 摘 要 項    目 予算額 摘 要

前年度繰赳金 6 380 691 本 年 度 支 出 「36 000
2万 円 X 5 4 3■ 2 5万 円 X 3 7

16年

本 年 度 収 入 1 400 000 次 年度 繰 と 金 7 044 ( 9ヽ1

内

訳

対 立  金 1 250 000 一般会計より繰入

示J    e 150 000 労働金庫定期預全

計 7 780“691 計 「 78( 691

(偏考)こ の承立金会計は会の連官基盤確立並びに不‖|の事態に備えるため、設けた

共
働
き
妻
へ
の

年
金
は
不
公
平

大
阪
市

　

Ｉ
　

Ｎ

（希
護

婦

　

醐
歳
）

今
国
会

に
提
出

さ

れ

て

い
る

年
今

改

正
案

で
、

共
働
き
夫
婦

の
部

分

に

つ
い
て
疑

門

に
思
う

点

が
あ

る
。

大

が
死
亡

し
た
場

合

の
妻

へ
の
支

給

額

で
あ

る
。

事
業
主

婦

に
は
現
行

通
り
夫

の
四
分

の
三
が
支
給

さ
れ

る
。

共
働
き

の
妻

に
は
Ｏ

自

分

の
年

金
②

人

の
四
分

の
二
③

妻

の
三

分

の

一
に
大

の
三
分

の

一
を
加

え

る
―
―

の
三

つ
の
選
択
肢

が

設
け
ら

れ
た

が
、

ま

さ
に
男
性

社
会

中
心

に
審
議

さ
れ
た
と

し

か
考
え

ら
れ
な

い
。

①

を
選
択

す

る
妻

は
、

大

よ

り
支

給
額

が
多

い
を

だ

が
、

女

性

の
八
割

は
そ
れ
以

下
と

い
う
。

②

は

妻

へ
の
支

給

額

が

夫

の

室

％
以

下

の
場
合

だ

か
ら
、

当

株
〇

を

選
択
す

る
者
よ
り
多

い
。

今
度
新

た

に
加
え

ら
れ
た
⑤

は
、

夫

婦

が
平
均
支
捨

額
以
下

の
場

合

は
事

業
主

婦

へ
の
支

給
額

よ

り
低

く

な

る
か
ら
、

い
ず

れ
を

選
択

し

て
も
自

分

の
年
金
が
半

分
以

上
消
え

て
し
ま
う
。

事
業

主

婦

の
労
働

評
価

は
支

持

す

る
が
、

共
働
き

妻
も
主

婦

業
を

こ
な
し

て

い
る

の
だ
。

育

児

や
家

の
役

割

の
壁

に
再

三
ぶ

つ
か
り
、

何

度
も
仕
事

を
辞

め

よ
う

と
悩

ま
な

い
者

は

い
な

い
。

そ
れ

で
も
頑
張

っ
て
働
き
続

け

た

こ
と

に
対

す

る
評
価

は
み
じ

ん
も

見

ら
れ
な

い
。

年

金

は
相

互
杖
助
と

い
う

観

点

に
立

つ
べ
き
と

は
思
う

が
、

簡

単

に
割
り

切
れ
な

い
部
分
も

あ

る
。

共

働
き

の
場
合
、

子
供

な
ど

を
大

の
扶
養
家
族

に
す

る

と
、

文

に
安

の
家
族
手
当

は

つ

か
ず

、
妻

の
枕
金

は
独
身
者

と

同
じ
計
算

だ
。

取

る
だ

け
取

っ
て
年
金

段
階

で
な

ぜ
共
働
き
夫

婦

の
項

目
が

あ

る

の
か
ｃ

高
齢
化
社
会

に
向

け

て
痛

み
を
分

か

つ
と

い
う

聞

こ
え

の
よ

い
大
義

名
分
を
か
ざ

し
た
国
民

い
じ

め
以
外

の
何

も

の
で
も

な

い
と

思
う
。

94 4 19

朝 日
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（各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
事
務
局
ま
で
）

当
会
の
公
貝
の
ｉ
Ｗ
空
づ
く
り
の
中
心
　
　

【
西

と
な
る

「
趣
味
の
公
」
を
虹
に
充
実
允
展

さ
せ
る
た
め
に
、

本
午
岐
活
動
方
針

⌒”

★
計
両
）
に
批
楽
し
て
い
る
と
お
り

「
趣

味
の
公
＝
進
実
行
委
貝
公

⌒佐
称
ま

を

設
け
、

各
＝
会
の
独
自
＝
を
■
か
し
午
ら
、

作
部
公
の
代
共
子
に
よ
る
協
設
枝
日
と
し

て
前
次
内
容
と
充
実
と
発
展
を
辻
め
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

以
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

た
千
□
局
に
つ
い
て
、

改
め
て
教
奇
の
人

■
を
■
き
抜
い
て
、

日
本
史
を
飾
る
女
性

の
中
で
の
キ
ャ
リ
ア
　
ウ
ー
マ
ン
の
第

一

人
者
と
し
て
生
准
を
再
認
識
す
る
た
め
、

今
回
の

「歴
史
教
生
」
と
、
「圧
史
散
歩

の
会
」
は
、

奉
日
局
に
絞
っ
て
実
施
し
た
。

Ｏ
歴
史
教
室

（第
二
十
回
）

と
　
き
　
ヤ
成
七
年
二
月
二
十
二
国
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
春
日
局

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

参
加
者
　
五
十
三
名

Ｏ
歴
史
教
室

（第
二
十

一
回
）

と
　
き
　
平
成
七
年
二
月
二
十
九
日
仰

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
大
手
と
喧
嘩
は
江
戸
の
花

古
宗
の
災
竿
と
拒
祉
対
米
な
ど

特
別
講
師
　
克
井
太
郎
氏

参
加
者
　
四
十
七
名

当
時
江
戸
は
世
界

一
の
火
事
の
多
い
祁

市
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
時
の
芹
■
の
陽
火

対
性
と
火
■
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
お

高
と
、

ま
た
「
時
■

っ
た
凶
作
、

血
伴
に

対
す
る
キ
■
の
政
治
、

行
政
故
■
な
ど
、

今
の
世
―――
に
と

っ
て
も
参
考
に
な
る
肝
史

数
年
で
あ

っ
た
。

歴
史
散
歩
の
会

⌒第
十

一
回
）

（現
地
）

と
　
き
　
平
成
し
年
四
川
十
■
Ｈ
出

と
こ
ろ
　
ホ
ーー
局
と
徳
川
将
＝
家
ゆ
か
り

の
Ｌ
跡
め
ぐ
り

卜
時
ｌｔ
合
ｌ
ｒ
ｆ
時
〓
十
分
解

現
地
解
説
　
北
■
人
郎
氏

コ
ー
ス
　
ｈや
本

の
よ
峡
前
～
楊
向
■
ｉ

一札
ｒ
杓
大
成
峨
　
細
芹
に
よ

る
ち
時
の
性
高
十
け
、

出
ヤ
坂

■
―――Ｉ
Ｈ
跡
一
―
抑
１１１
明
十‐‐‐
十
■

■
■
―

磯
杵
比

（本
――
，
‐
サ
兆
、

キ
北
■
≡
―
湯
内
人
神
～
Ｌ
町

忠
池

一年
食
）
―
誰
ケ
■

一陽

火
対
米
ｉ
成
辻
本
ｉ
）
―
赤
円

一旧
加
貨
百
方
石
ド
戸
屈
政
仰

守
峨
門
）
―
本
Ｈ
通
り
―
出
――ｌｆ

柿
付

⌒春
日
局
昨
領
地
）
―
吊

汁
手

（家
光
の
弟
忠
長
の
乳
母

出
清
尼
開
本
寺
）
―
水
道
精
駅

解
散

Ｏ
歴
史
教
宣

（第
二
十
二
回
）

と
　
き
　
平
成
七
年
八
月
上
句

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
公
鮎

テ
ー
マ
　
歴
史
女
人
シ
リ
ー
ズ

「
天
下
の
尼
将
車
」
北
条
政
十

講
　
演
　
特
別
計
師
　
荒
井
太
郎
氏

バ
ス
旅
行
は
団
体
と
し
て
は
統
制
が
と

れ
や
す
く
、

ま
た
、

列
Ｔ
で
は
立
寄
れ
な

い
と
こ
ろ
に
も
立
寄
れ
る
使
ｉ
さ
は
あ
る

が
、

高
齢
者
と
し
て
は
、

内
体
的
に
も
負

担
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

医
者
は
、

年

一

～
工
回
、

気
候
の
良

い
時
に
実
施
す
べ
く

忠
杵
も
あ

っ
た
の
で
当
こ
だ
ま
会
で
も
、

こ
の
線
に
沿

っ
て
年
春
、

秋
二
回
程
度
を

目
標
に
い
た
し
た
い
。

さ
て
、

第
七
回
の
旅
行
は
希
望
の
多

い

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

― 需ヨ哲
|  I   J L火 月

の 宅 を
句 を い~の

ざ
行 が な
年 れ い
六 け の
|る り
7t か こ
オ な え

て

第li回歴史散歩の会 (現地)東 大赤門前にて
(元加賀百万石江戸屁敦)

第20回の歴史数室の盛況 (参加者53名)

"」幹■‐す事
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（前
貫
か
ら
つ
づ
く
）

左
記
に
よ
り
実
施
し
た
。

（第
七
回
）

。
帳
卵
哺
距
難
婿
瀬
哨
∞
噺
＆
城
下
町
出

石
を
た
ず
ね
て
～

内
容
充
実
、

安
い
。

参
加
者
倍
増
〃

と

　

き

　

四

月

二

日

側

～

四

日

四二
泊
三
日

コ
ー
ス

一
日
目
　
　
横
浜
―
東
名
―
北
陸
高
速
―

敦
賀
―
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
ー

）三
方
工
湖
―
小
浜
―
明
通
寺
―

箸
匠
せ
い
わ
―
高
浜
青
戸
園

（泊
）

二
日
目
　
一高
浜
―
舞
得
―
智
恵
文
珠
宣
―

傘
松
公
園
―
天
の
精
立
―
岩
滝

ロ
ー
丹
後
ち
り
め
ん
工
場
見
学

―
出
石

⌒市
内
観
光
）
―
豊
岡

―
城
崎
温
泉

（泊
）

城
崎
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

三
日
目
　
朝
市
き
の
き
き

（シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
）
―
玄
武
洞
衛
―
豊
岡

（か

ば
ん
団
地
）
―
播
但
連
絡
道
路

―
中
国
道
―
名
神
　
東
名
高
速

―
出
発
地

参
加
者
　
一
一十
三
名

い
ま
ま
で
の
旅
行
参
加
者
は
十
余
名
が

平
均
人
数
で
あ
っ
た
が
、

今
回
初
め
て
当

初
二
十
六
名
の
申
込
が
あ
っ
た
が
、

当
日

に
な
っ
て
都
合
の
た
め
三
名
欠
の
二
十
三

名
で
あ
っ
た
。

バ
ス
一
台
四
十

一
名
で
あ

っ
た
の
で
、

過
半
数
を
当
こ
だ
ま
会
が
占

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「京
急
工
社
満
足
の
旅
」
と
題
し
、

京

急
と
そ
の
傘
下
の
東
洋
観
光

（横
須
賀
）

と
臨
港
バ
ス

（鶴
見
）
そ
れ
に
神
奈
川
県

観
光
の
バ
ス
四
台
の
大
規
模
ツ
ア
ー
で
あ

っ
た
の
で
、

相
手
方
の
旅
館
な
ど
は
、

サ

ー
ビ
ス
も
よ
く
、

と
く
に
城
崎
温
泉
で
は

豪
華
な
設
備
と
料
理
で

一
同
満
喫
感
を
味

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
方
五
湖
も
、

天
の
橋
立
も
絶
景
で
参

加
者
は
皆
満
足
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

次
の
と
お
り
企
画
中
で
す
が
、

ご
希
望

地
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご

一
報
を
″

△
秋
期

（
一
泊
二
日
）
に
て

紅
葉
狩
り
と
温
泉
め
ぐ
り

（候
補
地
選

定
中
）

△
明
春

「旅
行
の
会
」
と

「歴
史
散
歩
の

会
」
合
同
！

と
　
き
　
四
月
上
中
旬

テ
ー
マ
　
南
北
朝
、

史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
　
一化
の
吉
野
山
、

笠
世
山
、

千
半

城
跡
、伊

賀
、柳

生
の
里
め
ぐ
り

○
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
会

去
年
十
月
五
国
内
の
厚
木
市
七
沢
の

「鐘
ヶ
岳
」
行
も

一
部
変
更
及
び
、

今
年

二
月
四
日
口
予
定
の
三
浦
半
島
田
浦
梅
林

～
二
子
山
コ
ー
ス
も
雨
で
中
止
し
、

四
月

二
十
三
日
０
に
順
延
し
た
も
の
の
、

こ
の

日
も
強
風
、

雨
天
で
会
員
を
気
落
ち
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。

コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
も
世
話

人
も
お
天
気
男
と
自
称
し
て
い
た
だ
け
に

ガ
ッ
カ
リ
。

そ
う
云
え
ば
、

こ
だ
ま
会
総

会
も
歴
史
散
歩
の
会
も
初
期
に
は
よ
く
雨

に
た
た
ら
れ
た
。
「雨
降
っ
て
地
回
ま

る
。」

の
は
当
会
行
事
の
宿
命
？
と
も
あ

れ
、

部
会
員
の
提
言
も
あ
り
、

降
水
率
の

見
直
し
や
順
延
方
法
の
定
則
を
含
め
、

結

論
を
出
し
部
会
員
に
提
示
し
た
い
。

○
料
理
教
室

春
は
い
ろ
い
ろ
な
戸
外
で
の
行
事
に
追

わ
れ
る
し
、

夏
季
は
行
生
上
の
面
か
ら
中

止
し
、

秋
季
以
降
、

講
師
の
方
々
や
壮
年

部
共
催
を
含
め
、

決
定
次
第
、

部
会
員
に

は
連
絡
の
予
定
。

○
お
茶
会

当
会
役
員
鈴
木
志
げ
子
民
主
宰
の
個
人

茶
会

⌒表
千
家
）
、

松
楽
会

（会
員
８０
名
）

に
引
き
抗
き
特
別
参
加
と
し
て
実
施
の
方

向
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
当
会
担
当
世
話
人
を
お
く
よ
う

に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
な
お
、

参
考
ま
で
に
横
浜
市
従
退
職
者

会
サ
ー
ク
ル

（趣
味
の
会
）
に
は
当
会
部

会
に
は
な
い
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

俳
句
、

日
本
舞
踊
、

手
芸
、

き
り
結
、

カ
ラ
オ
ケ
、

お
花

希
望
の
方
が
多
く
な
れ
ば
、

特
別
参
加

に
つ
い
て
同
市
従
退
職
者
会
と
協
議
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ま
た
、

当
会
員
及
び
役
員
か
ら
も
次
の

よ
う
な
提
案
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ω
観
劇
と
映
画
を
楽
し
む
会

思
い
出
の
映
画
、

そ
し
て
会
費
を
積
立

て
、帝

劇
、新

橋
演
舞
場
な
ど

一
流
劇
場
で

観
劇
の
あ
と
、た

の
し
い
食
事
と
回
架
の
会
。

０
宝
く
じ
を
楽
し
む
会

く
じ
運
の
な
い
人
も
あ
る
人
と

一
緒
に

宜
く
じ
を
楽
し
め
ば
、

一
人
よ
り
当
選
確
率

が
上
が
る
。当

た
ら
な
く
て
も
気
栞
に
お
茶

で
も
飲
ん
で
談
笑
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
会
。

福井県、若狭湾国定公園 三方五湖にて
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公

的
年
金

の

一
本
化

、
先
送

う

「厚
生
」
反
発
、

９６
年
度
以
降
に

政
川
は
　
九
万
年
か
ら

の
生
れ
を
回
持
し

て

い
た
呼
■
年
金
　
日
本
鉱
道

一
Ｊ
Ｒ
一
■

市
　
日
本
た
ば

こ
た
控

一Ｊ
Ｔ
〓
共
済
な
ど

の
公
的
年
令
制
度

の
　

本
化
を
九
六
午
皮
以

時
に
先
送
り
す
る
こ
と
を
決
め
た
口

Ｍ
政
が

ば
化
し
年
全
文
給
が
内
郊
な
状
態
に
怖

っ
て

い
る
Ｊ
Ｒ
　

Ｊ
Ｔ
丈
市
な
ど
を
中
■
年
金

に

統
命
す
る
案

に
序
■
年
企
関
係
子
が
反
発

調
惟
が

つ
か
な
か

っ
た
］

向
共
汚
制
度
を
支

拒
す
る
た
め
　
来
年
に
は
征
来
と
同
じ
よ
う

に
り
■
年
令

や
地
方
公
力
賞
★
市
な
ど
が
町

政
状
況
に
は
じ
て
支
販
令
を
出
し
合
う
制
度

問
調
幣
学
々
を
雑
祉
　
其
体
的
な
文
授
佃
は

九
五
年
度
Ｆ
年

の
大
蔵
原
案
内

小
前

に
決
め

る
。

本
倍
的
な
　
本
化

の
方
水
は
年
明
け
以

降

に
改
め
て
話
し
合
う
ぅ

」R・JT共 清支援

来年度 も継続

941123(日 経 )

公
的
Ｔ
令
仙
に
は
■
台

の
部
分
は

令
阿
民
に
■
近
す
る
国
民
年
金

一米

礎
年
◆
と
し
て
　
本
化
さ
れ
て
い
る

か
　
に
用
ィ

に
円
し
て
は
Ｌ

台

の
―

の
　

附
＝
分
は
り
■
年
令

の
ほ
か

地
方
公
″
虫
Ａ
市
　
国
家
公
務
京
共

市
　
Ｊ
Ｒ
■
市
、

Ｊ
Ｔ
■
古
　
Ｈ
本

ｔ
ｈ
電
話

一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
一
火
市
　
私
立

十
枝
弘
駐
虫
■
市
　
慎
小
洵
堵
団
体

職
Ｈ
■
市

の
令

八
制
Ｌ
に
分
か
れ
て

い
る
，

こ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
、

Ｉ
Ｔ
共
市
は
民

■
化

に
伴
う
合
班
化

で
加
入
子
が
減

少
す
る

一
方
　
年
金
を
給
子
が
増
加

じ
け
政
が
ど
化
、

通
常

の
年
金
給
付

に
支
時
を
き
た
す
ま
で
に
な

っ
た
．

こ
の
た
め
、

各
制
度
を
花
合
し
て
令

体
と
し
て
公
的
年
金
制
度
を
安
定
化

さ
せ
よ
う
と

の
議
論
が
始
ま

っ
た
。

公
式
な
離
論

の
場
は
各
制
岐
の
代

表
キ
ら
を
保

め
て
設
置
し
た

「
公
的

年
金
制
度

の
　

元
化

に
日
す
る
恐
法

会
」

一庫

長
　
只
塚
啓

瑚
中
央

人
玖

ル

一　

人

四
１

．力

の
問

，
れ

て

「
九

ｆ
年
を
め
と

に
　

た
化
を
先
ｒ
さ
せ

る
‐・
と
決
と

し
た

こ
と

に
本

つ
き
れ

‐‐
命
を
工
め
て

い
た
が
　
れ
論
を
出
せ

な

い
状
況
と
な

っ
た

，
阿
な
訟
会
は

九

六
年
度
か
ら
の
制
Ｌ
　
イ、
化
を
――

ヽ

し
て
午
明
け
か
ら
市
―
一命
う

側
戊
問
調
性
”
ｋ
は
た
　
　
え
円

午
度

の
　

年
山

の
場
合
　
１
↑
セ
布

ィ
よ
り
も
現
仕
加
人
イ

の
力
か
多
″

財
政
的

に
企
作
が
あ
る
呼
１
十‐
↑
か

Ｌ
言
し
十

ｉ
は
円
　
地
方

公
竹
Ｈ
Ц

市
れ
合
か
市

′、
十
　
は
円
を
！
力
令

仙
を
処
＝
　

・
↓
れ
を
Ｊ
Ｒ
共
市
に
九

――
し
十
億
円
　
Ｊ
Ｔ
人
市

に
門
卜
は

円
配
分
し
て

い
る
．

一
元
化
恐
絞
会
で
発
表
さ
れ
た
Ｊ

Ｒ
共
前

の
九
二
年
度
次
年

に
よ
る
と

主
江
を
受
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

　

一百

・十
二

付
円
の
中
Ｔ
度
■

字
が
出

て

い
る
た
め
　
来
年
度
か
ら

の
支
援
金
が
成
佃
き
れ
る

‐‐１
能
竹
も

＝
て

い
る
。

九
二
年

二
月
末
時
点
で
い
■
年
金

は
約
九
十

一
兆
円

の
舶
立
金
を
い

っ

て
い
る
の
に
対
し
、

共
析
は
ｔ
制
度

を
合
わ
せ
て
も
二
十
六
兆
円
と
な

っ

て
い
る
。

保
険
料
上
げ
避
け
る

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
み
る
年
金
情
報

持
参
金
構
想
も
浮
上

政
府

は
ｋ
午
皮
か
ら
の
公
的
“
往

制
Ｌ

の
　

た
化
を
町
合
し
た
も

の
の

た
片
年
中
に
も
Ｊ
Ｒ
Ａ
市
　
サ
Ｔ
■

‐‐ャ
　
ヽ
Ｔ
Ｔ
■
市

の
モ

制
」
に

つ
い

て
は
　
民
川
作
光
で
あ
る
こ
と
を
押

由
に
民
‐―ｌｊ
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
加
入
す

る
い
１
“
↑

に
れ
行
す
る
力

十ｒｉ‐
を
打

句
‐ｉｔ
し
た

い
と
え
た
　
た
た
　
財
政

か
と
化
し
て

い
え
Ｊ
Ｒ
　
Ｉ
Ｔ
ヽ
市

４
“
そ
口

に
札
作
「
れ
は
　
，
■
年

往

の
財
政
を
Ｌ
化
き
せ
　
保
険
川

の

引
き
上
げ
に

つ
な
か
る
恐
れ
も
あ
る
！

こ
の
た
め
れ
命
に
「
た

っ
て
は
い
参

金
を
付
け
る
札
想
も
浮
上
し
て
い
る
。

中
４
午
企
日
係
ち

に
は
女
功
な
花
介

に
い
た
的
な
と
児
が
あ
り
　
ヽ
参
合

の
地
位
な
ど
も
台
め
た
出
係
打
門
の

劇
幣
は
郎
抗
し
そ
う
た
】

大
蔵
　
，
■
山
“

の
出
で
は
Ｊ
Ｒ

■
市
な
ど
を
い
「
Ｔ
◆

に
社
合
す
る

除

の
い
参
金

に

つ
い
て
も
非
公
式

に

市

し
合

っ
た
が
、

合
意
は
で
き
な
か

っ
た
　
政
肘
関
係
者

に
よ
る
と
、

人

成
行
か
＝
せ
る
と
し
た
令
仙
と
呼
■

年
金
側
か

ｉ
仮
す
る
令
佃

の
問
に
は

大
き
な
怖
た
り
が
あ
る
よ
う
だ

」
ヽ

参
令

の
町
次
に

つ
い
て
は
同
弘
精
算

”
拷
Ｍ
な
ど
に
負
担
し
て
も
ら
う
朱

や
円
の
　

投
介
■
か
ら
処
山
す

る
朱

な
と
が
あ
が

っ
て

い
る
か
　
問
ま

っ

て
は

い
な

い
！

■
礎
午
行
の
円
ｈ
負

担
■
を
引
さ
―
け
る
除
に
礼
介
す
れ

ば
よ

い
と

い
う
せ
兄
も
あ
る
ｔ

Ｊ
Ｒ
　

Ｊ

Ｔ
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
火
市
を
庁

■
年
金

に
統
合
し
た
助
令
　
円
夕
公

”
【
共
市
と
地
方
公
務
史
★
市
　
私

Ｖ
学
校
去
性
貝
ｊｔ
市
　
，
朴
煎
米
川

体
取
山
★
方
が
な
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち
私
十
玖
耽
賞
、

性
林
煎
者

団
体
収
貝
★
済

に

つ
い
て
は
民
向
で

あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
呼
■
年
李

に
社
合
し
な

い
の
は
お
か
し

い
と

の

指
摘
が
す
で
に
あ

る
し

ヽ
来
的

に
は

こ
の

一制
度

の
抗
合
も
後
対
せ
ぎ
る

を
律
な
く
な
り
そ
う
た
か
　
竹

に
私

学
共
済
は
現
時
点
で
は
午
今
受
椅
千

に
対
し
て
批
仕
加
入
イ

の
削
合
が
高

く
、

叫
政
状
態
が
よ

い
。

抗
合

に
は

Ａ
れ
が
あ
り
そ

つヽ
だ
。

自営業者など サラリー

マンの雲
や
ど

Ｒ
な

と
員

員
社

務
の

公
打

(注) があり 年 金
はこ意加入。
リ サラリーマン

民間サラリーマン

1

いない
してし
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午
金
ｔ
給
者
が
Ｌ
く
な

っ
た
の
に

死
亡
屈
が
―１１
て
い
な
い
た
め
に
年
金

が
払

い
れ
け
ら
れ
て
い
る
岡
也
を
＝

い
た
ら
、

年
令
を
扱
う
社
会
保
険
＋

わ
所
の
お
役
所
付
＋
ぶ
り
を
持
捕
す

る
壮
■
を

い
た
だ

い
た
。

神
戸
市
に
住
む
六
十
工
歳
の
投
討

氏
は
、　

一
月
〓
ト
ロ
に
亡
く
な

っ
た

父
の
死
亡
幅
を
出
す
た
め
、

山
宅
が

今
壊
し
て
大
変
な
と
き
に
■
会
保
俊

■
務
所
に
―１１
か
け
た
。

で
受
け
付
け
ら
れ
な
い
、

と
い
わ
れ

た
。
‐

“
情
は
わ
か
り
ま
す
が
、

さ

類
を
モ
け
取

っ
て
お
い
て
後
口
処
理

す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う

か
」
と
こ
の
人
は
と

い
て
い
る
．

一
回
日
に
行
く
と

「
死
亡
イ
の
除

お

役

所

仕

打
席
本
が
必
要
た
」
と
究
き
に
き
れ

た
．

資
の
本
朴
が
別
の
に
た

っ
た
の

で
、

代
杵
バ
ス
を
栞
り
社

い
て
十
１１

が
か
り
て
取
り
に
行

っ
た

一
‐‐Ｊｌ
‐―
は
、
「
同
，
‐‐
卜

し
て
い
る
か
、

民

【

が
な

け
れ
ば

だ

め
」
。

四
阿

口

に
住

民

【
も

そ

ろ
え

て
行

く

と

、

「
父
を

扶

走

し

て

い
た

と

い

う

民
生
奮

典

の

社
明

が
な

け

れ
ば
セ

け
付

け

ら

れ
な

い
」

と

い
う

。

投

■

氏

は

と
す

が

に
な

っ
て

「
民

■
去

い

が
わ

か
夕

の
内
情

を
加

古
予

　

る
わ

け

も
な

い
し

　
た

い
い
ち

、

十

令

を

も

う

い
ら
な

い
上

［
い

に
な

て

い
る

の
に
一セ

け
付

け

ｔ
く
れ

な

い
な

ら
，
１１
１

け

け
出

と

な

い
」

と
い

た
か
け

て

市
っ
た

ら
　

よ
う

や
く

先

亡

柄
を
■

け
付

け

て
く

れ

た
と

い
う

「
役

所

仕
“

は

か

く

の
ご

と

し

で

す

」

と
投
古

は
結

ぶ

）
を
亡

府
を
立

け
収
る
の
に
　
四
‐ｒ‐―
も
性
を
肛
ば
せ

て
性
し
な
い
年
令
■
ル
の
あ
り
よ
う

に
は
あ
き
れ
て
し
よ
う

年
◆
■
を
は
田
民
か
ら
は
性
――
を

山
か
り
、

午
令
と
し
て
同
民
に
た
す

仕
■
で
あ
る
。

そ
の
お
企
は
凹
民
か

ら
の
Ｈ
か
り
も
の
だ
】

念
日
の
役
人

は
　
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、

も

っ
と

誰
時
な
気
打
ち
で
仕
■
に
取
り
細
た

で
ほ
し
い
「

＝
会
保
険
庁
も
　
化
亡
‐‐１１
の
セ
け

付
け
≡
的
ネ
に
す
る
よ
う
、

”
わ
子

れ
さ
を
■
を
に
児
＝
し
て
　
各
■
務

所
に
抗
す
必
要
が
あ
る
≡

　

　

〈丘
〉

９５

４

２９
一朝
日
）

し
か
し
地
震
で
淀
乱
し
て
い
る
の
　

世
行
が
別
だ
か
ら
　
用
け
山
人
の
住

三
和
総
合
研
究
所
は
、

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
退
駐
後
に
と
け
取

る
厚
十
年
金
に
つ
い
て
、

い
ま

八
歳
以
下
の
子
ど
も
が
進
取
す

る
時
に
は
　
年
金
の
受
収
額
が

払

っ
た
額
よ
り
少
な
い

「逆
は

現
象
」
が
起
き
る
、

と
の
武
年

を
ま
と
め
た
。

そ
の
う
え
で
「若

い
世
代
の
負
担
を
峰
く
す
る
た

め
、

今
の
う
ち
に
年
企
の
引
き

下
げ
も
被
討
す
べ
き
だ
」
と
北

朱
し
て
い
る
．

試
算
は
　
年
企
を
受
け
取
る

年
前
が
、

現
在
の
六
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
に
な
る
と

い
う
政
府

の
年
令
改
正
朱
を
加
掟
に

九
九
〇
年
の
水
市
を
も
と
に
し

て
、

支
払
れ

一会
社
虫
”
を
行

む
一
や
を
取
価
を
計
”
し
た
コ

こ
れ
に
よ
る
と
、

現
作
六
―

公
定
歩
合
が
平
成
〓
■
か
ら

下
が
り
統
け
　
つ
い
に
　
　
カ

に
な

っ
た
。

老
後
の
”
け
令
の

金
利
で
■
高
し
て
い
る
と
人
た

ら
は
今
、

な
咆
き
え
Ｌ
ば
る
こ

と
が
出
々
な

い
ほ
ど
落
ち
込
ん

て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
す
コ

過
　
Ｌ
の
と
人
ク
ラ
フ
に
参

加
す
る
趣
味
の
出
性
の
周
削
の

出
■
に
も
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る

人
が
多

い
の
も
持
く
は
と
で
す

午
◆
↑
活
は
、

Ｒ
く
な

っ
た
令

利
と
年
命
令
わ
せ
て
も
た
か
が

知
れ
て
ま
す
し
、

他
の
収
人
の

あ
る
人
と
の
た
は
は
妹
と
開
き

が
あ
る
の
が
本
め
ま
せ
ん
ぃ

こ
れ
か
ら
た
も
え
姉
一
人
で

”
工
庁
万
円
く
ら
い
は
必
要
で

す
じ
　
今
ま
で
の
よ
う
に
趣
味

の
旅
行
も
の
た
び
り
出
来
な

い

の
が
生
情
の
よ
う
で
す
．

ｒ
供
た
ち
や
孫
た
ち
に
も
い

い
け
　
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
に

な
る
の
も
、

た
，

つ
も
の
が
な

く
て
は
ま
ま
な
ら
な
い
の
も
現

状
な
の
で
す
「

あ
る
迎
円
志
の
試
算
で
は
、

一
千
万
円
山
け
て
金
利
六
％
た

っ
た
ら
年
令
と
合
わ
せ
て
食
べ

て
い
け
る
か
、

　

％
で
同
じ
収

人
を
作
る
に
は
　

一
体
　
千
万

円
の
山
令
が
な
く
て
は
臥
日
と

開
く
と
、

　

甲
心
が
モ
く
生
う

つ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
．

せ
め
て
ｈ
怖
イ
の

■
百
万
円

く
ら
い
に
は
政
府
の
利
ｒ
卜
触

み
が
セ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
？
こ
れ
以
Ｌ
の
公
定
歩

合
の
引
き
ド
げ
は
、

そ
人
に
を

ね
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
，

９５

４

２７

（朝
日
ク
）

支
払
徳
の
四
　
七
＝
に
な

る
。

と
こ
ろ
が
四
十
四
な
か
ら
　
年
■
ま
れ
一
は
、

■
取
佃
が
支
　
く
、

一
■
阿
旋
か
ら
　
卜
八
枝

凹
十
八
棋

一四
六
年
か
ら
れ
つ
　
払

い
れ
の
　
　
れ
　
は
し
か
な
　
　
一六
六
年

か
ら
し
つ
午
■
ま

れ
一
は
　
こ
の
比
イ
が

　

つ

た
竹
に
ま
で
ド
が
る
．

き
ら
に
　
い
ま
四
棋
か
ら
人

成
の
ｒ
と
も

一人
六
年
か
ら
九

●
午
■
ま
れ
一
の
性
代
に
な
る

と
ｉ
■
に
比
払
う
仙
が
円
千
五

高
八
十
五
万
一
千
円
な
の
に
対

し
、

■
取
傾
は
四
十
四
百
六
十

万
九
Ｔ
円
し
か
な
く
、

受
取
価

は
支
払
佃
の
〇

九
七
竹
．

払

っ
た
分
だ
け
の
年
金
が
も
ら
え

な

い
”
な
が
起
き
る
．

年
金
生
活
者
を
見
捨
て
る
の
か

車
よ

称

　

Ｋ
　

Ｎ

一
工
姉

　

７３
代

・

８
歳
以
下
は
損
？

維
和
総

珊
支
払
分
受
け
取
れ
ず

厚生年金

94 9 16

(朝日)
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夏
に
向
け
て
水
虫
退
治

○
水
虫
と
斗

っ
た
四
十
年
余

水
虫
は
多
分
に
遺
伝
に
よ
る
体
質
に
関

係
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

私
の
場
合

も
親
父
が
ひ
ど
い
水
虫
で
、

私
の
水
虫
は

左
足
に
集
中
し
、

右
は
罹
病
な
く
、

不
思

議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
個
人
差
も
あ

り
、

統
計
に
よ
れ
ば
、

水
虫
忠
者
は
成
人

男
子
の
約
２０
％
、

成
人
女
子
は
１０
％
と
、

男
女
比
は
３
対
１
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

最
近
で
は
女
性
忠
者
が
増
加
し
て
い
る
。

元
来
、

夏
場
が
水
虫
の
季
節
と
い
わ
れ

る
が
、

今
日
で
は
、

家
で
も
勤
務
先
で
も

冷
暖
房
が
完
備
さ
れ
て

一
年
中
快
適
な
生

活
に
慣
れ
た
た
め
、

無
意
識
に
そ
の
場
限

り
の
水
虫
治
療
に
終
始
す
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

私
が
水
虫
に
悩
ま
さ
れ
始
め
た
の
は
戦

前
旧
制
中
学
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

遠

距
離
通
学
と
、

軍
事
訓
練
な
ど
靴
を
は
く

時
間
が
多
く
、

ま
た
、

当
時
は
学
校
で
も
、

家
で
も
冷
房
な
ど
な
く
や
り
場
が
な
い

日
々
が
続
い
た
。
ク
ス
リ
や
、

レ
ン
ト
ゲ

ン
放
射
治
療
を
や
っ
て
も
継
杭
性
が
な
い

た
め
、　

一
時
凌
ぎ
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ

ん
な
悩
み
が
根
治
す
る
迄
約
四
十
年
続
い

た
こ
と

に
な
る
。

①
こ
の
根
治
方
法
と
、

こ
れ
を
知

っ

た
キ

ッ
カ
ケ

こ
の
方
法
を
知
っ
た
の
は
、

約
二
十
年

前
に
な
ろ
う
か
。

毎
日
新
聞
の
投
書
欄
に

あ
る
ご
婦
人
の
水
虫
根
清
体
験
記
に
目
を

留
め
た
。

私
同
様
何
十
年
も
い
ろ
い
ろ
な

治
療
を
や
っ
た
が
幼
来
な
く
こ
の
方
法
を

や
っ
て
や
っ
と
根
清
し
た
と
い
う
の
で
あ

″つ
。戦

後
、

誰
い
う
と
な
く
、
「水
虫
の
特

効
案
を
つ
く
る
と
ノ
ー
ベ
ル
貨
」
と
い
わ

れ
た
が
、

最
近
で
は
治
演
業
と
し
て
、

外

用
剤
と
注
射
剤
、

経
口
剤
な
ど
、

効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
新
業
が
次
々
と
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、

実
験

室
の
水
虫
に
は
動
物
感
染
モ
デ
ル
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、

人
体
で
は
そ
れ
和
応

の
効
果
が
出
に
く
く
、

ま
た
と
射
や
推
日

剤
は
、

人
に
よ
っ
て
肝
腎
障
害
や
排
せ
つ

機
能
低
下
な
ど
で
病
気
を
併
発
さ
せ
る

一

方
、

外
用
剤
は
足
の
皮
膚
の
角
質
層
が
始

円
で
業
剤
の
吸
収
を
妨
げ
、

更
に
角
質
層

の
厚
い
足
底
部
で
は
効
果
が
弱
く
な
る
と

い
う
欠
点
が
あ
る
。

ま
た
、

水
虫
業
は
高
価
で
、

足
の
隅
々

ま
で
水
虫
苗

⌒正
式
に
は
足
白
穂
）
で
汚

染
さ
れ
て
い
る
た
め
兄
落
と
し
の
多
い
こ

と
も
清
療
を
困
難
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、

い
よ
い
よ
根
治
体
験
記
を

お
話
し
す
る
こ
と
に
す
る
が
、

こ
こ
で
お

断
り
し
て
お
く
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
も
体

敬
記
で
医
学
的
に
云
々
と
い
う
大
げ
さ
の

も
の
で
は
な
い
．

十
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て

市
屯
よ
く
棋
治
さ
れ
た
ら
、

こ
れ
だ
け
で

も

「
こ
だ
ま
会
」
に
大
会
し
て
よ
か
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
し
、

そ
の

と
き
は
☆
方
の
体
抜
起
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｏ
水
虫
治
療
法

先
ず
次
の

ニ
ツ
を
用
意
す
る
。

ロ
ポ
リ
容
器

（片
足
の
入
る
大
き
さ
）

０
水
酢
破

（日
本
業
町
法
５００
９
）

●
サ
リ
チ
ル
酸

（日
本
柴
用
法
２５
９
）

治
療
の
や
り
方
は
簡
単
で
あ
る
ｃ

図
の

よ
う
に
ポ
リ
容
器
に
水

⌒冬
は
温
水
）
を

足
の
息
部
が
令
部
入
る
位
に
入
れ
る
。

次

に
水
酢
酸
液
を
最
初
は
水
量
の

一
―
工
割

祥
度
入
れ
、

更
に
サ
リ
チ
ル
確
の
粉
木
を

小
サ
ジ

一
杯
位
入
れ
、

よ
く
混
ぜ
て
、

思

部
の
足
を
片
方
ず
つ
一
回
約
十
五
分
以
上

混
す
。

そ
し
て
漸
次
効
果
を
上
げ
よ
う
と

思
っ
た
ら
、

水
酢
破
や
サ
リ
チ
ル
磁
の
量

を
増
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
。

更
に
根
治
し
た
い
場
合
は
、　

一
日
少
な

く
と
も
数
回
以
上
繰
返
し
、

連
続

一
週
間

位
は
根
気
よ
く
続
け
る
と
よ
い
。

そ
う
す

る
と
、

足
の
硬
い
角
質
層
が
薄
く
な
り
、

濃
度
を
上
げ
る
と
足
の
角
質
が
剣
が
れ
て

水
虫
の
実
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

私
が
こ
の
方
法
を
知

っ
て
根
治
ま
で
四

十
年
近
く
も
か
か

っ
た
の
は
、

勤
め
て
い

る
と
、

出
勤
前
か
帰
宅
後
の

一
日

一
～
二

回
し
か
治
京
の
回
数
が
な
か
っ
た
為
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

治
療
の
時
間
よ
り
水
虫
菌

サ
リ
チ
ル
酸
粉
末

繁
殖
の
時
間
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

想
像
す
る
に
水
虫
の
地
子
が
増
殖
す
る

に
少
な
く
と
も
数
分
以
内
を
要
す
る
と
し

て
、

こ
の
地
子
を
そ
の
増
殖
の
都
度
た
た

く
に
は
少
な
く
と
も
十
五
分
以
上
足
を
浸

し
、

ま
た

一
日
少
な
く
と
も
数
回
以
上
が

よ
い
と
、

私
の
体
験
か
ら
計
算
し
た
数
値

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
方
法
に
よ

る
、

水
虫
の
根
治
は
、

私
が
県
を
退
職
し
、

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

私
の
水
虫
根
治
体
験
記
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

す
か
ら
、

飲
み
に
く
い
か
ら
と
、

自
分
で

カ
プ
セ
ル
を
あ
け
て
、

中
の
ク
ス
リ
を
出

し
た
り
、

錠
剤
を
く
だ
い
た
り
し
て
飲
む

と
い
う
の
は
、

ま
ち
が
い
の
も
と
で
す
。

ネ

飲
ん
だ
ク
ス
リ
は
、

胃
を
通

っ
て
小
腸

の
上
部
で
吸
収
さ
れ
ま
す
。

小
腸
の
粘
膜

か
ら
吸
収
さ
れ
て
門
脈
を
通

っ
て
肝
脱

ヘ

い
き
ま
す
。

ク
ス
リ
は
か
ら
だ
に
と

っ
て
は
毒
物
で

す
か
ら
、

肝
臓
は
ク
ス
リ
の
形
を
か
え
て

畔
岳
し
、

か
ら
だ
の
外
に
出
そ
う
と
し
ま

す
。
し
か
し
、

肝
臓
の
能
力
に
は
限
り
が

あ
る
の
で
、

そ
の
と
き
解
毒
さ
れ
な
か

っ

た
残
り
の
ク
ス
リ
が
血
な
の
中
に
入

っ
て

い
っ
て
全
身
を
循
環
し
、

思
部
に
腐
い
て
、

効
い
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ク
ス
リ
の
中
に
は
、

肝
臓
や

胃
の
強
い
酸
で
こ
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
が

あ
る
の
で
、

こ
う
い
う
も
の
は
飲
み
グ
ス

リ
で
は
な
く
、

直
接
ｍ
減
の
中
に
入
れ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
注
射
業
の

目
的
で
す
。

そ
れ
か
ら
注
射
薬
で
な
い
と
い
け
な
い

の
は
緊
急
の
と
き
で
す
。

日
か
ら
飲
む
ク

ス
リ
は
目
か
ら
腸

へ
い
っ
て
吸
収
さ
れ
、

肝
臓
を
通

っ
て
血
液
中
に
入
る
ま
で
に
、

十
五
分
か
ら
七
十
分
く
ら

い
か
か
り
ま
す

か
ら
、

す
ぐ
に
処
置
し
な

い
と

い
け
な

い
、

と

い
う
と
き
に
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
。

そ

う

い
う
と
き
は
静
脈
に
注
射
す
れ
ば
、

血

液
中
の
ク
ス
リ
の
濃
度
は
、

す
ぐ
に
あ
が

り
ま
す
。

坐
美
や
貼
リ
グ
ス
リ
も
、

肝
職
を
通
ら

ず
に
粘
膜
や
ヒ
フ
か
ら
、

直
接
、

血
た
に
は

い
り
ま
す
。

彼
心
症

の
発
作
に
め
に

ニ
ト

ロ
剤
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ざ
と

い
う
と
き

に
同
に
合
ん
で
同
の
粘
膜
か
ら

吸
収
さ
せ
ま
す
．

い
ま
で
は
そ
の
ニ
ト

ロ

剤
に
も
ヒ
フ
に
帖

っ
て
ヒ
フ
か
ら
吸
収
さ

せ
る
も
の
が
で
き

て
き
ま
し
た
。

火災共済に交通災害共済をセットした「クローバー共済」

(参考)火 災共済掛金比較表   (退 職者こだま会事務局調)

類種 家財100万円対する普通保障年料金

全  労  済
木造、木造モルタル  鉄 筋コンクリー ト

700円          400円

県 民 共 清
木造    鉄 骨～ヨンクリー ト造

1300円         400～ 700FEl

市 民 共 清
木造      簡 易～n l火構造

1!100円        500～ 1000円

民 間 損 保
木道    耐 火構造 コンクリー ト造

1,350～ 1600円       450～ 800円

魚
を
食
べ
る
と
頭
の
働
き
が
良
く

な
る
。

脳
の
構
成
物
質
で
あ
る
Ｄ
Ｈ

Ａ
な
る
物
質
が
、　

マ
グ
ロ
、

ブ
リ
、

サ
バ
、

サ
ン
マ
、

イ
ワ
シ
な
ど
に
多

量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
食
物

の
な
か
で
は
、

ほ
か
に
は
な
い
。
ネ

ズ
ミ
の
動
物
実
験
で
は
、

学
習
能
力

が
高
く
な
る
効
果
も
確
認
さ
れ
た
と

い
う
。
ア
タ
マ
が
良
く
な
る
と
い
う

話
は
、
日
本
人
の
好
み
に
ぴ
っ
た
り

▼
と
い
う
わ
け
で
、

魚
離
れ
に
悩
ん

で
い
る
水
産
界
が
色
め
き
立

っ
て
い

る
。

早
速
、

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
受

験
生
の
夜
食
用
に
、

魚
を
た

っ
ぶ
り

使
う
献
立
な
ど
が
店
頭
に
並
ぶ
に
達

い
な
い
。
も
と
も
と
、

魚
の
優
れ
て

い
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
の
証
明
が
あ

っ
た
。
こ
の
前
の
戦
争
で
兵
隊
用
の

牛
肉
の
缶
詰
が
牛
肉
不
足
で
つ
く
れ

な
く
な
り
、

カ
ツ
オ
、

サ
バ
、

マ
グ

ロ
が
代
用
さ
れ
た
。
日
清
、
日
露
の

戦
争
以
来
、

軍
隊
の
携
帯
用
は
午
缶

と
決
め
て
い
た
参
謀
本
部
は
カ
ン
カ

ン
に
な
り
、

大
規
模
な
栄
養
試
験
が

行
わ
れ
た

▼
ネ
ズ
ミ
、

サ
ル
、

兵
隊

を
使

っ
た
実
験
で
は
、

ど
れ
も
魚
の

缶
詰
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。
タ
ン
パ

ク
や
脂
肪
に
は
差
が
な
か
っ
た
が
、

一

ミ
ネ
ラ
ル
で
は
種
類
も
量
も
魚
が
内

を
先
全
に
圧
倒
し
た
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム
な
ど
だ
。

陸
地
の
栄
養
分

が
海
に
流
れ
込
む
。

そ
れ
を
魚
が
体

内
に
た
め
込
む
。

人
間
が
利
用
す
る

▼
魚
食
は
と
て
も
賢
明
で
、

地
球
に

や
さ
し
い
営
み
だ

っ
た
の
だ
。

ス
ペ

イ
ン
で
は
背
筋
の
ま

っ
す
ぐ
な
老
人

を

「若
い
と
き
に
イ
ワ
シ
を
食
べ
た

か
ら
」
と
い
い
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
Ｆ
一

シ
ン
が
病
を
払
う
、

太
陽
が
霧
を
払

う
よ
う
に
」

▼
魚
の
よ
さ
に
気
づ
く

回
は
こ
れ
か
ら
急
速
に
増
え
る
だ
ろ

う
。
日
本
も
今
度
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
現
象
を

き

っ
か
け
に
魚
を
食
べ
直
す
国
に
な

り
た
い
。

（神
奈
川
新
聞
）
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日
本
人
は
ク
ス
リ
好
き
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ

の
ク
ス
リ
に
関
す
る
知
識
は
無
知
に
～

し
い
。
ま
た
、　

一
方
日
本

の
医
療
は
ク

ス
リ
漬
と
も
い
わ
れ
、

百
ど
あ

っ
て

一

利
な
し
と
の
酷
訂
も
聞
く
。

本
年
９５
本

２
～
３
月
合
併
の

「
暮
ら
し
の
手
帖
」

★
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

ク
ス
リ
は
か

ら
だ
を
健
康
に
も
ど
す
、

大
切
な
も

の
で
す
。

★
し
か
し

一
方
〈ク
ス
リ
は
毒
で
あ
る
〉

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

副
作
用
が
な

け
れ
ば
ク
ス
リ
に
は
な
ら
な
い
の
で

す
。

そ
し
て
、

そ
の
作
用
と
副
作
用

を
う
ま
く
使
い
わ
け
な
が
ら
病
気
を

治
す
た
め
に
使
う
の
で
す
。

★
使
い
方
を
あ
や
ま
っ
た
た
め
、

過
去

に
は
何
回
か
、

深
刻
な
副
作
用
や
、

業
害
の
事
故
も
起
こ
り
ま
し
た
。

★
ク
ス
リ
ヘ
の
不
信
が
多
い
こ
の
ご
ろ

で
す
。
ク
ス
リ
を
も
っ
と
よ
く
知
っ

て
、

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
の
た
め
に
原
点
に
か
え
っ
て
、

ク

ス
リ
に
つ
い
て
の
疑
間
や
正
し
い
つ

き
合
い
方
、

こ
れ
か
ら
の
ク
ス
リ
に

つ
い
て
な
ど
を
、

考
え
て
み
ま
し
た

に

「
ク
ス
リ
に
関
す
る
１１
十
」
と
也
す

る
千
葉
大
学
来
学
部
教
授
、

山
崎
軒
夫

氏
の
大
変
分
か
り
や
す

い
記
事
を
読
み
、

こ
の
際
是
非
常
さ
ん
に
お
就
み
い
た
だ

き
た

い
と
思

っ
た
。

そ
こ
で
放
阿
に
分

け
て
登
故
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、

こ

れ
か
ら
の
保
性
の
為

一
流
を
乞
う
。

●

ク

ス
リ

の
形

に

い

ク
ス
リ
は
飲
む
の
が

い
ち
ば
ん
手
年
で

す
。

食

べ
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、

日
か
ら

入
れ
る
だ
け
で
す
か
ら
、

ク
ス
リ
を

つ
く

る
と
き

に
は
、

基
本
的
に
飲
ん
で
効
く
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

飲
む
ク
ス
リ
に
は
、

販
粒
や
鈍
刺
、

カ

プ
セ
ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま

す
が
、

ク
ス
リ
を
効
か
せ
る
目
的
に
よ

っ

て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

顎
粒
状

の
ク
ス
リ
は
、

こ
ま
か
な
壮

に

な

っ
て
い
て
、

非
常
に
お
け
や
す

い
の
で
、

胃
の
中
で
サ
ー

ッ
と
溶
け
ま
す
。

で
き
る

だ
け
早
く
効
か
せ
た

い
ク
ス
リ
は
、

だ

い

た
い
が
顎
杜
状
で
す
。

飲
む
と
す
ぐ
吊
で

溶
け
ま
す
か
ら
、

胃
壁
を
保
護
し
た
り
、

強

い
胃
酸
を
中
和
さ
せ
た

い
と
き
に
は
、

と
く
に
い
い
の
で
す
。

吊
で
も
働

い
て
ほ
し
い
け
れ
ど
、

陽
の

方
に
も
効
か
せ
た
い
と

い
う
と
き
は
、

二

層
錠
、

〓
一層
錠
と

い
う
、

切

っ
て
み
る
と
層

）

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

第
二
の
民
間
勤
務
の
八
年
を
経
て
、

や
っ

と
、

毎
日
、

自
宅
一本
し
が
統
い
て
か
ら
で

あ
る
。

退
職
後
の
自
宅
で
の
自
適
化
活
こ

そ
水
虫
恨
治
の
町
性
と
い
っ
て
よ
い
，
こ

の
よ
浴
業
れ
は

一―
四
日
は
供
返
し
使
用

で
き
る
の
で
店
外
の
Ｈ
影
に
フ
タ
を
し
て

保
付
す
る
と
よ
い
。

な
お
、

こ
の
治
療
に
使
う
米
酢
確
や
す

ろ

い
ろ

あ

る

の
は

●

に
な
っ
て
い
る
錠
刑
を
使
い
ま
す
。

だ
い

た
い

一
層
錠
が
多
い
の
で
す
が
、

上
と
下

の
昭
は
同
で
す
ぐ
と
け
て
、

ま
ん
中
は
、

腸

ま
で
い
っ
て
冷
け
ま
す
。
「日
で
効
い
て
腸

で
効
い
て
」
と
い
う

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
り

ま
す
が
、

そ
う
い
う
の
は
こ
の
〓
一層

先
で
す
０

一
番
よ
く
あ
る
の
は
、

新
衣
錠
と
い
う

ツ
ル
ツ
ル
し
た
錠
剤
で
す
が
、

こ
れ
は
単

に
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

お
砂
楢
で

か
た
め
て
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

に
は
い
っ
て
す
ぐ
に
こ
わ
れ
な
い
た
め
に

固
め
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
も

っ
と
徹
底
さ
せ
た
の
が
カ
プ

セ
ル
剤
で
す
。

腸
浴
錠
と
い
っ
て
、

村
の

磁
で
こ
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

顎
粒
剤
を
ゼ

ラ
チ
ン
の
カ
プ
セ
ル
で
保
護
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ク
ス
リ
の
形
は
、

ど
こ
で
、

ど
の
く
ら
い
で
浴
け
る
か
と
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
設
計
し
て
つ
く

っ
て
あ
る
の
で

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

リ
チ
ル
餃
は
安
価
で
、

十
年
前
で
千
円
以

内
で
あ
っ
た
の
で
、

現
在
で
も
そ
う
大
差

は
な
い
と
思
う
。

但
し

一
般
葉
周
で
は
無

い
こ
と
が
多
い
か
ら
少
し
大
き
な
工
業
業

出
を
取
扱
っ
て
い
る
業
局
で
購
入
さ
れ
る

と
よ
い
。

無
い
場
合
は
予
約
注
文
し
て
お

ど
う
か
、

あ
な
た
も
是
非
根
治
さ
れ
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。

　

（文
責
　
児
玉
）

口!卜1 1とのみ グスリの R I Jき方
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血
液
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1回 目

この線 より上が有

2 回 目

の み表 1 回 目の 有効時 間


